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入会のご案内
　協議会では、クリーンキャンペーンや、上
流域と下流域の方々が集う交流事業など、さ
まざまな活動を通じて桂川・相模川の水環境
の保全・再生に努めています。
　活動に興味をお持ちの方、いっしょに活動
してみたい方の入会をお待ちしています。
　入会に関する手続きや協議会に関するお問
い合わせは事務局にご連絡ください。
  あなたのその力が豊かな水環境を創ります。

【鳩川・縄文の谷戸の会】
報告者●倉橋 満知子（市民団体会員）

2024.32024.3
第 52号第 52号

　鳩川・縄文の谷戸は相模原市南区の最南端磯
部地区勝坂に存在します。ここは史跡勝坂遺跡
公園予定地内にある民有地（田んぼ、畑、果樹）
で、未計画地の野原と斜面林、斜面林から流れ
出る湧水、湧水が注ぐ一級河川鳩川を配する約
１ヘクタ－ルの谷戸地です。

　会は 1989 年に発足し
ました。きっかけは新磯
公民館主催のふるさと講
座で現在の田んぼを借り
て米作りを体験したこと
に始まります。休耕田に
なっていたため、予想以
上の豊作に参加者一同が
田んぼにハマって、続け

ることになりました。
　しかしそれ以上にこの地の魅力、四季を通し
て様々な生きものたちとの出会い、特に水辺の
生きものホタル、カエ
ル、トンボ、水生生物、
などなど。水辺が都市
部から消えていく中
で、貴重な存在になっ
てしまった生きものた

ちを保全する必要に迫
られ、田んぼが生きも
のたちの重要な場所で
あることから冬水田ん
ぼに取り組みながら活
動してきました。
　大雨以外、毎日曜日、田んぼと畑の農作業、
草刈り、樹木の剪定などに汗をながし、自給自
足の手作りランチをみんなで食べながら楽し
く？その他、もちつき、野草のテンプラなどイ
ベントを開催しながら活動しています。
　私たちは将来、この
場所の公園計画に生き
ものたちを豊かに育む
環境として、そして子
どもたちが身近な自然
に触れ合える安心、安
全な場所として取り入
れられることを強く望んで、市の勝坂遺跡公園
予定地の約 1ヘクタ－ルを市のアダプト制度
を活用して、草刈りや樹木の剪定を整備しなが
ら保全活動を続けています。
　現在、会員 40名ほど。若いファミリーが多
いです。
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 第 29 回 桂川・相模川流域シンポジウム

流域治水がひらく川と人との関係　
遠い水を近い水にいかに変えていくか
講師：嘉田 由紀子 氏（元滋賀県知事）

　基調講演のテーマである「流域治水がひらく川
と人との関係　遠い水を近い水にいかに変えてい
くか」はどう理解すればいいのか。今、原稿を書
くときに講演録を読み返して「すごく深い内容だ
な。」と思い至る。遠い水とは相模川から物理的
に離れていることではなく、むしろ住民が相模川
との関わりを無くしてしまった関係性を指摘した
ものだった。
　当日、嘉田さんを厚木駅
に迎えに行った際、「相模
川を見たいので案内をお願
いできますか」と聞かれた
ので、相模川の三川合流地
点の河原にご案内した。車
から降りて河原を望むと、
バーベキューを楽しむ家族
や若者のグループに嘉田さ

 基調講演

　これまで流域シンポジウムでは、治水に関するテーマは取り扱ったことがなかった。
　昨今、頻発している自然災害から、桂川・相模川流域協議会が今まで取り組んできた「桂川・相模川
流域を視野に入れた活動」に流域治水に反映させることが必要だと感じ、私を実行委員長として「流域
シンポジウム実行委員会」が立ち上がった。
　基調講演は、滋賀県知事時代に先駆けて流域治水に取り組んだ嘉田由紀子さんにお願いし、事例発表
では流域治水への理解が深まると期待された３つの事例を取り上げ、嘉田由紀子さんを囲んで会場から
質問、意見を交えたトークセッションを行った。
　また、会場のロビーでは開催市の海老名市の紹介、
企画展として山梨県、京浜河川事務所、19の流域市
町村による洪水ハザードマップの展示、また、北都
留森林組合、かながわ海岸美化財団、山梨マイクロ
プラスチック削減プロジェクト、石倉カゴうなぎ調
査、相模川天然アユ産卵映像、地域協議会の活動紹
介などが展示されていた。
　私から、このシンポジウムで印象的なことを報
告したいと思う。

日時：2023年 11月 25日（土）
場所：えびな市民活動センタービナレッジ
テーマ：命と暮らしを守れるか　新たな水
　　　　害対策              
            ～住民参加で考える流域治水～
報告者●岡田 一慶（市民会員）

んは声をかけ、「2019 年に相模川で大きな洪水が
あったのを知っていますか。」など、積極的に話か
けておられた。彼らに、相模川との近い関係性を
つくる初源的なものを感じたのではないか。
　私たちが行っているカワラノギクの保全活動、
水ガキ養成講座、上下流交流事業、石倉カゴのウ
ナギ調査なども「相模川と人との近い関係を創る」
につながっている。

流域治水と桂川・相模川流域協議
会の役割
　桂川・相模川流域において、山梨県では洪水想
定区域内に人口の約８割が入っていることや、浸
水想定区域内に災害拠点施設があることを指摘さ
れた。
　神奈川県では、急激な都市化と新住民が急激に
増加し、40 年前は田んぼだったところが宅地に
なっているが、大雨の時、上流から水を取り入れ
ている田んぼは溢れて洪水被害のリスクが高まっ
ている。このような内水氾濫が反映されている
ハザードマップは全体の１割で、９割のハザード
マップには反映されていない。用水路だけではな
く、下水道や小河川が溢れたら危険だが、農業用
水路、小河川、下水道はそれぞれ別の部局が管理
しているので、現状の縦割り行政ではハザード
マップにそれらのリスクを反映させることも難し
く、流域治水ではこの縦割り行政をどうにかしな
ければならない。

河川法から見た住民の参加の経緯
　従来、治水は川の中だけで行われてきた。明治
29 年（1896 年）に最初の旧河川法が制定され、
その後、昭和 39 年（1964 年）に治水と利水を
定めた新河川法が制定され、多目的ダムが全国で
たくさん計画されたが、その反面、河川整備が進
んだことで生き物がいなくなった。「良い子は川
で遊ばない」という言葉が、この時代の人と川の
関係性を示している。
　平成９年（1997 年）に、今までの治水、利水
に加えて河川環境の保全を定めた平成河川法が成
立し、河川整備計画には「関係する住民の意見を
反映させること」が位置付けられた。
　淀川では、淀川水系流域委員会が始まり、流域
の住民の意見を河川整備計画に反映させ、河川環
境を守る立場からダムは建設しない提言をまとめ
たが、当時の滋賀県知事がダムを建設すると言っ
たら、国もダムを建設する方針になった。委員会
を400回も開催してまとめた「ダムを建設しない」

滋賀県の流域治水の仕組み
　滋賀県では、どのような水害であっても人命が
失われることを避ける、命を守り生活を守ること
を大きな目標にした。水害の被害は、水量以上に
それぞれの地域の土地利用の条件、建物条件、そ
れぞれの人々の蓄えの有無が水害から命を守れる
かどうかのポイントではないかと思う。
　滋賀県の流域治水の仕組みは３つの輪でできて
おり、堤防整備などのハード系、低水地の土地利
用規制と建物の耐水化や樹林帯、霞堤の整備と
いったソフト系、洪水に対して避難して備える
ハート系で構成されている。熊本県の球磨川で起
きた災害で 50 人が犠牲になったが、避難できて
いれば命が救えた方がたくさんいた。流域治水に
おいてハート系は大事だ。 

ダム建設ではなく堤防の強化を

　今後の治水の方針は堤防の強化が挙げられてお
り、堤防はダム建設に比べて安価となる。例え
ば、八ッ場ダムの建設費は 5,300 億円だが、両
岸で 300km の堤防強化の費用は 2,000 億円か
ら 3,000 億円で済む。桂川・相模川の平野部の両
岸 200kmの堤防強化の費用は、1,000 億円から
2,000 億円の費用となり、また、堤防強化は破堤
の危険性が高いところから順番に工事ができるの
で、堤防強化の方がダム建設より治水の効果があ
る。
　ダムで人の命は救えるかについては、例えば、
2020 年の球磨川水害による犠牲者は 50名だが、
川辺川ダムが建設されていたとしても、ほとんど
の人を救えなかっただろうと思う。50 名の死亡

　遠い水とは、住民が川との関係性を失い、河川
管理者の水害対策によって、国や県が命や暮らし
を守ってくれる公助に過度に依存してしまうこと
を意味している。流域治水の近い水とは川との
様々な関係性を再構築して、自分や周りの近所仲
間で自助、共助として自分や仲間の命を守ること
が求められているのではないだろうか。

という結論が簡単に反故にされたことから、知事
になることを決意し「ダムに頼らない流域治水」
を掲げて、ダム建設凍結を滋賀県民に約束して知
事に当選した。



グリーンインフラを流域全体で
　洪水被害の大きなリスクは、高齢者や低水地の
平屋建築で、高齢者の判断力、移動能力、隣近所
と孤立することで、命を失うリスクが一番大きい
ことが球磨川水害でわかってきた。
　気候変動時代の水害対策は、ダムに頼ることで
はなく、内水氾濫に対する防御や水害のリスクの
高い低水地への建築制限、高齢者へ配慮といった
流域治水に加え、森林を含めて流域に降る雨水を
貯めるグリーンインフラの考え方が必要だ。その

結果、緑の空間が増え、生き物が賑わい、生活環
境の楽しみが増える。子供達はたくさん川で遊ぶ
ようになる。
　桂川・相模川流域協議会は「アジェンダ 21 桂
川・相模川」の理念に基づき、事業者・行政・市
民が協働して相模川の自然や文化を育み守ること
を、情報の公開を原則にして運営してきたことは
見事だ。流域治水はみんなが主役だ。川と流域を
近い水として取り戻す動きを進めていただきたい
と思う。

流域在住市民の台風第19号にかかる被害の記憶
発表者：石井 保美 氏

 事例発表

　報告者は、相模川のすぐ近くにお住まいで、自
然のダム機能があると言われる田んぼが圏央道
と巨大な倉庫群の建設で失われてゆく現状の中、
2023 年 10 月 12 日の台風第 19 号に遭遇され、
その当時の記憶を発表いただいた。
　海老名市のハザードマップでは、市内の西半分
は標高 20m以下で、浸水想定深は 0.5 ｍ～３ｍ
である。市役所や消防署も水の中で、避難勧告が
あってもどこへ避難すればいいのかと思った。近
くの避難場所の小学校は田んぼの埋立地で、標高
は 15mと避難所に適さない避難場所であり、ハ
ザードマップには×印が付いている。海老名市内

城山ダムの緊急放流の事例発表
発表者：神奈川県　県土整備局　河川下水道部　河港課

　城山ダムの洪水調節方法は、一定率一定量方式
を採用している。ダムへの流入量が少ない段階で
は、流入量より多く下流へ放流し、洪水に備えて
ダムの貯水位をあらかじめ下げる「予備放流」を
行い、貯水位容量を予備放流水位である 113 ｍ
まで下げる。ダムへの流入量が 1,500 ｍ３/s に達
してからは洪水調節を一定率で行い、流入量の一

緊急放流と下流の洪水氾濫を防ぐ
ダム操作
　2019 年 10 月 12日 21時 25分、放流量 3,000
ｍ３/s を維持していた城山ダムは、これ以上貯水
を続けるとダムから水が溢れるため緊急放流を
行った。これによって、10 月 12 日 22 時 15 分

には下流に最大 4,527 ｍ３/s を流したことから、
堤防の決壊などによる氾濫のリスクが高まった。
このような緊迫した状況の中でも、ダム管理事務
所では、少しでも下流の水位を下げ、氾濫の危険
を軽減できるよう、懸命のダム操作を続けた。そ
の結果、サーチャージ水位まであと 12cmに迫る
標高 125.38 ｍまで水を貯め、ダムの容量を最大
限使い切ることができた。

神奈川県が取り組んだ課題とは
　令和元年第 19 号台風から２つの課題が出てき
た。１つは城山ダム運用以来、初めて緊急放流を
実施せざるを得なかったこと、２つ目は県から流
域市町への情報の伝達に遅れが生じたことであ
る。情報の伝達については、流域市町と新たな情
報共有の仕組みを構築し、洪水調節機能の強化に
ついては従来のダム操作を見直し、特例操作を導
入した。また、河川管理者とダム管理者及び関係
利水者が治水協定を結び、事前放流を導入したこ
とにより、さらに 105 万ｍ３の洪水調節容量を増
やすことができた。

トークセッション

流域治水への住民参加とは
　トークセッションに先立ち、相模川における流
域治水の課題と考えるポイントを説明した。
　相模川では、洪水時に流下能力が不足している
場所が２箇所ある。海老名市社家の相模大堰付近
と磯部頭首工下流である。これら
の場所は優先して堤防強化が必要
と思われる。
　ダムに依存した治水は限界であ
るが、森に水を貯めるグリーンイ
ンフラとして針葉樹、広葉樹の混
交林、複層林の整備が遅れている
現状がある。
　流域治水への住民参加について
は、相模川流域治水協議会への住
民参加が認められていないことか
ら、情報の共有も十分ではなく見
直しが必要である。
　これらを説明した後にトークセ
ッションを行い、嘉田由紀子さん

を囲んで代表幹事の日向さんと岡田が進行役を務
めた。
　今回の流域シンポジウムの目的は、流域治水に
ついて基本から課題まで幅広く学ぶことだった
が、川の中の治水や住民参加のあり方、グリーン
インフラ、特に森林整備など、引き続き検討が必
要と思われることから、次回のシンポジウムに期
待したい。

 第 29 回 桂川・相模川流域シンポジウム
推定時間は午前７時から８時ごろで、ダムを建設
できていたとしても、効果が現れるのはそれから
５時間後以降なので、ほとんどの人が亡くなって
いる現実がある。本流の氾濫の以前に、内水氾濫
状態で溺死してしまったのかを調べると、高齢者
施設で 14 名が亡くなっていたが、高齢者がいる
地区の上流では山林の伐採が行われていた。ほか
にも、農業用水路でも犠牲者が出ている。

の避難所 32ヶ所のうち、12ヶ所が×印である。
　当日は、大雨により相模川の水位がどんどん増
す中、城山ダムの緊急放流により家族で避難する
ことを決めたが、車に毛布、食糧、水等を積み込
んで避難するとき、避難場所までの道路の浸水情
報が大切だと気づかされた。
　台風第 19 号を経験することで、ダムの緊急放
流の恐ろしさと近年の気候変動による予測できな
い水害災害について、ダムに頼りすぎることなく、
堤防の強化とグリーンインフラの取り組みをみん
なで考えなければならないと訴えられていた。

部をダムに貯め、
残りを放流する
操作を行う（計
算式参照）。ただ、
放流量が 3,000
ｍ３/s に到達し
た場合、下流の

洪水被害を避けるために一定率放流から一定量放
流に切り替え、流入量が増加しても、3,000 ｍ３/
s の放流量を維持する。さらに大雨が降り続くと
貯水位はどんどん上昇し、サーチャージ水位に達
する危険性がある。ダムから水が溢れることを回
避するためには緊急放流（流入量＝放流量）を実
施することになる。

＜一定率で放流する計算式＞
流入量が 2,500 ｍ３/s の場合　
放流量（2,500 ｍ３-1,500 ｍ３) × 0.58 ＋ 1,500
ｍ３＝ 2,080 ｍ３/s
ダム貯水量　2,500ｍ３－2,080ｍ３＝420ｍ３/s



ツツザキヤマジノギクを天竜川に訪ねて

 ⑤  ⑥

清流に咲く可憐な梅
バ イ カ モ

花藻①
報告者 ● 清水 絹代（市民会員）　

清流に咲く可憐な梅花梅花梅 藻
報告者 ● ● 清水 絹代（市民会員）　

相模川の上流桂川は、富士山に降った雨や雪が
数十年かけて山中湖に湧き出し、さらに下流域の
忍野村、富士吉田市、西桂町、都留市の様々な場
所から湧き出る湧水や周辺の山々からの水を集め
て相模湖になり相模川となる。桂川周辺には富士
山の溶岩台地から湧き出る湧水に生息するバイ
カモが多くの場所に見られる。バイカモは冷涼
で 14℃以下の清流のみに生息し 25℃以上では生
息しない。また、わずかな汚染でも生息に影響が
出ることから水路・河川の水質状況の指標として
貴重な植物である。しかし近年水質汚染・開発等
により減少傾向にあり、山梨県を始め多くの自治
体で絶滅危惧種・希少種に指定され、保全活動を
している地域もある。数年前都留市のバイカモ保
全活動中に、原因不明の揮発性有機物の混入で湧
水水路に生息していたバイカモがヘドロで覆われ
る事件が起きた。それをきっかけに桂川流域に生
息するバイカモの生育状況調査は水質汚染のバロ
メーターになると考え、生息地・生息状況の調査
を継続的に実施している。

　昔は、近くの水路から採ってきたバイカモを金
魚鉢に金魚と一緒に入れて楽しんでいた。当時は
正式名を知らず「金魚草」（きんぎょくさ）と呼
んでいたが、各地で同様の「金魚草」の呼び方が
あるようだ。梅の花に似た花が咲くのがバイカモ
の名称の由来で、別名ウメバチモ・ウメバチソウ・
カワマツ・ミズヒジキ・ナビキモ・ウダゼリ・カッ
ポクサ・キンギョモ等の名称が有り、花言葉は「幸
せになる」。

【ツツザキヤマジノギクとの出会い】
　2023 年 7月 27 日（木）明治大学 倉本教授か
らの招待で『カワラノギクプロジェクト zoom講
演会』に参加し、初めてツツザキヤマジノギク（別
名：イナノギク）を知った。

　バイカモは本州から北海道まで各地の水路や河
川に生息し、キンポウゲ科キンポウゲ属の多年草
で数種類有り、更に同種でも多くの変異がある。
湧水地や、冷たくて清澄な流水中に生える多年性
沈水植物で日本特産種である。また、バイカモは
大きく 3種類に分類され、①チトセバイカモ（千
歳梅花藻）②イチョウバイカモ（銀杏梅花藻）③
バイカモ（イチョウバイカモの変種の一つ）があ
り、桂川流域ではイチョウバイカモの変種が見ら
れる。桂川流域における2023年現在の生息地は、
忍野村、富士吉田市、西桂町、都留市の湧水池・
水路・桂川・柄杓流川（桂川の支流）。花はミシ
マバイカモよりやや小ぶりなのが特徴である。開
花期は初夏～初秋で可憐な白い花が水面に立ち上
がり咲き誇るが、冬期でも水中で小さな花を付け
る株もある。一方、外来水草の繁茂力によりバイ
カモの生育を減少させるため保全が必要である。
次回は桂川流域の生育状況について紹介したい。バイカモ

バイカモの果実

報告者 報告者 ●●中門 吉松中門 吉松（市民会員）（市民会員）

【ツツザキヤマジノギクは不思議な花】 

和名の「ツツザキヤマジノギク」を漢字で書く
と「筒咲山路野菊」となる。※1発見当初の記録
では「クダザキヤマジノギク」となっていたが、『下
伊那の植物（中巻）』では「ツツザキヤマジノギク」
と記載され『中川村誌』では「イナノギク」奥原
弘人氏は形態に合わせて「シロバナイナカワラノ
ギク」「ツツザキイナカワラノギク」「シデザキイ
ナカワラノギク」と言い分けられ、母種の不明も
あって名称が大きく混乱し同じものを指している
かも含めて今後の研究が待たれる植物という不思
議な花である。

【カワラノギクと類似しているのは何故？】 
　ヤマジノギクは長野県以西の山麓や河原に、カ

【中川村保全活動から学んだこと】 
　中川村ツツザキヤマジノギク保全協議会の活動
の特徴は、天竜川中流域での保全活動の他に、か
つて自生地だったという標高 1,445 ｍの陣馬形
山山頂に小渋川自生地の株を移植し自生地復元を
していることだった。また、小学校 3年生の児童
二人で一本の苗を同一場所に定植、自生地の拡大
を目指して前年の畝の近傍に定植して観察をする
活動の支援や、中学校の定植と学習プログラムの
支援を行っている。さらに、会員が育てた苗の村
民への一般配布を６月の環境月間に実施している
が、これは環境省が推進している※3「生息域外保
全」の実践活動そのものだと感じた。
　相模川でのカワラノギク保全活動でも検討して
取り組んでみたい内容であった。

講演会では、中川さやか氏（お茶の水女子大学
グローバルリーダーシップ研究所特別研究員）か
ら、カワラノギクによく似た形態や生態を持ち、
天竜川中流の一部の河原に生育し花の形が多様な
ツツザキヤマジノギクの現代的な進化生態学の研
究内容が紹介された。非常に興味深い花だったの
で、開花期に合わせて長野県上伊奈郡中川村を訪
れて村会議員の案内で見学した。

ツツザキヤマジノギク カワラノギク

陣馬形山山頂の自生地復元

※2筒状の花弁 舌状の花弁 混在した花弁

（長野県上伊那郡中川村）

ワラノギクは長野県以東の河原に生息し、ツツザ
キヤマジノギクは冠毛の長さの多様性から、ヤマ
ジノギクやカワラノギクと雑種（イナノギク）の
三種の変種が含まれているから類似しているのだ
ろうと言われている。ツツザキヤマジノギクには、
舌状と筒状の異なった花弁があり、個体間だけで
なく同じ茎から花の半周で異なる場合もある。

※1『ツツザキヤマジノギク』作成（松川町ツツザキヤマジノギク
保全協議会）、発行（国土交通省　天龍川上流河川事務所 2017.9）
より引用

※2 中川さやか氏講演「2022年イナノギクの謎に迫る」より
※3　「保護地域以外で生物多様性保全に資する地域」OECM
（Other Eff ective area-based Conservation Measures）希少
種や絶滅危惧種を守るため、安全な施設に生き物を保護して、そ
れらを増やすことにより絶滅を回避する方法。

中川東小学校 3年生の定植・観察地
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 ⑥

シ
リ
ー
ズ
流
域
の
課
題
を
探
ろ
う

   

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会

「
人
工
芝
の
環
境
への
影
響
」

⑦ ⑧

■
講
座
開
催
の
趣
旨

　

海
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
と
い
う
と
、
亀
の
鼻
に
ス

ト
ロ
ー
や
海
鳥
の
胃
の
中
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
川
ご
み
で
多
か
っ
た
レ
ジ
袋
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
。
私
達
は
、
海
か
ら
の
漂
着
ご
み
か
ら
、
そ
れ
が

川
を
下
っ
て
き
た
も
の
だ
と
分
か
り
、
街
か
ら
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
へ
と
対
策
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
ま
さ
に「
使

う
責
任
」
へ
の
言
及
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
当
初
か
ら
言
わ
れ
て
き
た
人
工
芝
。
言
わ

れ
て
は
い
た
け
れ
ど
、
そ
の
実
態
は
レ
ジ
袋
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
隠
れ
て
あ
ま
り
注
視
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
特
に
屋
外
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
施
工
さ
れ
て
い
る

人
工
芝
は
施
工
へ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
無
く
、
増
え
続

け
て
い
ま
す
。

　
「
桂
川
・
相
模
川
流
域
協
議
会
」
の
活
動
の
中
核
を
為

す
「
川
ご
み
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
事
業
」
は
、

関
東
学
院
大
学
准
教
授
の
鎌
田
泰
之
先
生
を
講
師
に
お

招
き
し
、
人
工
芝
の
実
態
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。講
座
を
３
つ
の
パ
ー

ト
に
分
け
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

■
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
基
礎

　

私
達
は
、
５m

m

以
下
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
小
さ
い

も
の
で
は
、
数
十
㎛
の
香
料
や
肥
料
な
ど
の
カ
プ
セ
ル

で
あ
る
ナ
ノ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ま
で
が
、
実
験
室
で
分
析

が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。で
は
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
何
が
問
題
な
の
か
。
ま
ず
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
分

解
さ
れ
ま
せ
ん
。海
な
ど
の
環
境
中
に
出
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
片
は
、
波
や
紫
外
線
で
細
分
化
さ
れ
、
表
面
積
が
大

き
く
な
り
海
を
漂
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
脂
溶
性
の
い
ろ

い
ろ
な
有
害
物
質
を
吸
着
し
、
巡
り
巡
っ
て
（
生
物
濃

縮
さ
れ
）
私
達
の
口
に
入
っ
て
く
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、病
原
性
微
生
物
も
付
着
す
る
こ
と
が
解
っ

て
い
ま
す
。
研
究
者
の
論
文
で
も
「
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
カ
ー
」

「
運
び
屋
」
と
い
う
表
現
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

が
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
問
題
の
本
質
な
の
か
と

思
い
ま
す
。

■
人
工
芝
由
来
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
関

　
す
る
研
究
事
例

　

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周
辺
で
は
、
劣
化
し
た
人
工

芝
が
毛
玉
の
よ
う
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ

ま
す
。
遠
目
に
は
苔
が
張
り
付
い
た
よ
う
に
も
見
え
ま

す
。
大
学
の
研
究
室
で
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
人
工

芝
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
劣
化
強
）
と
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
劣
化
低
）
の
間
を
流
れ
る
排
水
の
集
水
桝
か
ら
、

降
雨
時
に
流
れ
出
る
水
を
採
取
し
て
、
ど
ち
ら
か
ら
ど

の
く
ら
い
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
流
出
し
て
い

る
か
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
降
り
始
め
の
２
時
間
ほ
ど

で
全
体
の
約
66
％
が
流
出
、
時
間
が
経
つ
に
従
っ
て
径

の
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
流
出
し
て
い
る
人
工
芝
片
は
ほ
と
ん
ど
劣
化
の

強
い
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
物
で
、
１
回
の
降
雨
で
数
億
か

ら
数
兆
個
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
流
れ
出
て
い

ま
し
た
。

　

次
に
、
実
験
室
で
、
市
販
の
３
ｃ
ｍ
く
ら
い
の
人
工

芝
に
紫
外
線
を
当
て
て
劣
化
さ
せ
何
個
く
ら
い
の
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
な
る
の
か
を
調
べ
ま
し
た
。
劣

化
指
標
が
17
・
8
の
人
工
芝
０
・
36
ｍ
ｇ
か
ら
発
生
す

る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
約
５
０
０
個
な
の
で
、

１
本
の
人
工
芝
（
３
ｃ
ｍ
）
か
ら
は
約
１
万
個
に
な
り

ま
す
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
１
㎡
あ
た
り
人
工
芝
は
40
万
本

と
し
て
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
だ
け
で
約
１
億
本
、
ま
わ
り

ま
で
入
れ
る
と
約
２
倍
な
の
で
、
す
べ
て
マ
イ
ク
ロ
化

し
た
と
し
て
２
兆
個
と
な
り
、
そ
の
０・１
％
と
し
て
も
、

20
億
個
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
流
出
す
る
計
算

に
な
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
も
、
人
工
芝
の
劣
化
状
態
を

し
っ
か
り
把
握
し
て
、
劣
化
し
た
ら
張
り
替
え
て
い
く

な
ど
の
適
切
な
処
置
が
今
後
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
張
り

替
え
る
た
め
の
処
理
費
用
を
考
え
て
い
な
い
た
め
、
劣

化
し
た
ま
ま
使
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

で
は
、
流
出
を
抑
え
る
事
が
出
来
る
か
と
い
う
こ
と

で
、
国
内
の
人
工
芝
を
製
造
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
の
協

力
を
得
て
、
排
水
の
U
字
溝
に
金
属
製
フ
ィ
ル
タ
ー
を

設
置
し
た
回
収
装
置
を
設
置
し
ま
し
た
。
１
ケ
月
で
約

１
０
０
本
の
パ
イ
ル
片
を
回
収
、
そ
の
中
の
66
％
が
12
・

５
〜
13
・
０
ｃ
ｍ
の
も
の
で
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
か
ら
芝
ヤ
ー
ン
自
体
が
抜
け
落
ち
て
き
て
い
る
こ

と
も
解
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
か
ら
、
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
況
に
よ
っ
て
流

出
す
る
形
が
違
う
こ
と
、
フ
ィ
ル
タ
ー
設
置
な
ど
で
あ

る
程
度
の
回
収
効
果
が
あ
る
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
の
で
、

今
後
も
以
上
の
よ
う
な
作
業
を
続
け
な
が
ら
人
工
芝
流

出
の
対
策
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
最
新
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
関
す
る
ト

　
ピ
ッ
ク

①
水
環
境
中
と
水
道
水
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
濃

　
度
の
比
較

　

１
㎥
あ
た
り
の
濃
度
を
比
較
す
る
と
、
日
本
の

河
川
で
は
０
・
14
〜
13
・
58
個
（
東
京
理
科
大
、

２
０
１
９
）、
日
本
の
海
で
は
０
・
10
〜
２
・
91
個
（
環

境
省
、
２
０
２
１
）。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
水
道
水
は

１
㎥
あ
た
り
２
０
０
〜
３
、８
４
０
個
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
私
達
が
飲
む
水
道
水
の
こ
と
も

気
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
温
水
ケ
ト
ル
か
ら
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

水
道
水
の
調
査
で
、
温
水
と
常
温
水
の
比
較
で
温
水

で
の
濃
度
が
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
関
す
る
調

査
を
始
め
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
に
電
気
ケ
ト
ル
か
ら

１
ℓ
あ
た
り
３
億
５
０
０
０
万
個
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
溶
出
し
て
い
る
と
い
う
論
文
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
テ
ィ
ー
パ
ッ
ク
、
紙
コ
ッ
プ
、
ド
リ
ッ
パ
ー

な
ど
の
報
告
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

水
環
境
中
に
数
個
の
も
の
が
、
水
道
水
に
数
千
個
と

い
う
の
は
、
水
道
の
蛇
口
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
フ
ィ

ル
タ
ー
や
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
な
ど
か
ら
の
溶
け
出
し
も
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
の
対
策
も
今
後
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
課
題
提

起
も
さ
れ
ま
し
た
。

勉
強
会
の
感
想

・
人
工
芝
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
殆
ど
取
り
上
げ
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
大
変
興
味
深
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
し

た
。

・
発
生
源
を
知
る
こ
と
で
、
日
常
生
活
の
中
で
発
生
、

流
出
さ
せ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
が

可
能
と
考
え
ま
す
。

・
人
工
芝
問
題
の
持
つ
課
題
の
大
き
さ
で
、
改
め
て

私
た
ち
の
生
活
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
の
複
雑
さ
、

広
さ
、
疑
問
等
が
ま
す
ま
す
深
ま
り
ま
し
た
。

・
最
新
の
知
見
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義

で
し
た
。

開
催
日
時
：
２
０
２
３
年
８
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ンZoom

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

講　
師
：
鎌
田
素
之
氏　
関
東
学
院
大
学
理
工
学
部
理
工
学
科

　
　
　
　
応
用
化
学
コ
ー
ス
准
教
授

テ
ー
マ
：「
人
工
芝
の
環
境
へ
の
影
響
〜
現
状
か
ら
見
え
る
こ
と
」

報
告
者
●
日
向
治
子
（
市
民
会
員
）

永
遠
の
ゴ
ミ
問
題スポーツ用人工芝１本からどのくらいのMPs が生成するのか？

開
催
日
時
：
２
０
２
３
年
８
月

　
　
　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン

講　
師
：
鎌
田

　
　
　
　
応
用
化
学
コ
ー
ス
准
教
授

テ
ー
マ
：「
人
工
芝
の
環
境
へ
の
影
響
〜
現
状
か
ら
見
え
る
こ
と
」

報
告
者
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「総合的な探求の時間」を支援しました
湘南学園高等学校一年生

１．湘南学園高校総合学習のテーマ
日本の SDGs の達成状況を知り、深刻な課題など
について考えよう
　湘南学園高校一年生からHPを通じて「昨年は
相模川の下流について学習したので、今回は相模
川の上流が川全体に及ぼしている影響を学習した
い」という依頼があり、神奈川県の関係部署の協
力を得て学習支援を実施した。

２．総合学習スケジュール
11/9（木）に城山ダムを起点にして実施した。

項目 内容

(1)

(2)

相模川についての
取り組み紹介

 ・桂川・相模川流域協議会
 ・の理念、事業と活動
 ・相模川水系ダム管理
 ・相模川総合開発事業

城山ダムに溜まった
流芥処理の現状

 ・ダム湖でのごみ処理
 ・流芥処理・置場見学

その後、普段は見ることができない「ダム管理」
の現場である情報管理室を見学し、興味深そうに
真剣に見入っていた。　

報告者●中門 吉松（市民会員）

１）ダムの管理概要の紹介
　城山ダムは、治水や利水および洪水調節を目的
として竣工された多目的ダムであり、治水を城山
ダム管理事務所が、利水を相模川水系ダム管理事
務所が管轄するなどの概要説明があり、生徒たち
は「用水を利用した発電による利用量はどれくら
いか」と質問するなど熱心であった。

　私の好きな流域の風景（１）
特別緑地保全地区

【清水谷】の保全作業を続けて
報告者●村中 恵子／清水谷を愛する会

　「今日、楽しかった人？」「はーい」たくさんの
手が上がって、拍手が起きた。これは毎年 11 月
に行われている地域の中学校の総合学習での帰り
のあいさつ時の場面だ。良い天気に恵まれ、子ど
もたち (37 人 ) はチョウやイトトンボ、カマキリ、
オニヤンマのヤゴ、サワガニなどを見つけたり、
ヤナギタデの葉やムクノキの実を食べて味わって
みたり、フジカンゾウやオオオナモミの実を服に
付けて遊んだりと清水谷を十分味わってくれたよ
うだ。

　特別緑地保全地区の清水谷は、堤の市民の森の
奥にある、たった 4.9ha の小さな谷戸だ。1980
年代の後半、市民の活動があり、公共残土処理場
の計画が阻止された。その後、茅ヶ崎市が現状保
全のために地権者と借地契約を開始し、1991 年
には市民団体「清水谷を愛する会」（以下会）が
発足、1993 年から会による保全活動が開始され
た。それから、市民は様々な紆余曲折を経て、清
水谷の小さくても地形を生かした生物の多様性を
維持するための保全作業を続けてきた。
　そして 2012 年 3月、念願の茅ケ崎市第 1号の
特別緑地保全地区に指定され、清水谷保全管理計
画も作成された。会は、これからは充分な行政の

　令和元年の台風 19 号の際に、ダム運用開始以
降初めて実施された緊急放流（流入量と同じ量を
下流に放流する異常洪水時防災操作）について当
時の緊迫した様子が紹介された。
３）城山ダム流芥置場の見学
　ダムに流入した流芥（流木やごみ）は、ダムの
機能や管理の支障にならないように陸揚げされ、
近くの流芥置場に運び処理される。
　事務所での説明の後、流芥置場に移動し、流木
や小枝をチップ化、切断した再資源化、プラスチッ
クごみ、テレビやタイヤなどの分別回収の様子を
見学した。その後、日向・倉橋代表幹事から流域
の環境改善について紹介された。
※流芥置場にて再資源化した流木等を配布してい
ます。詳しくはダム管理事務所に問い合わせてく
ださい。

２）城山ダムにおける洪水対策の紹介

３．学習支援を終えて
　後日、校内での発表会では、城山ダムでの学習
の他に相模原市の取り組みなども調査して紹介し
たとの報告があった。身近な桂川・相模川を通じ
て環境に目を向けていくことを期待します。

支援があり、地権者とも協力してやっていかれる
のだと期待していた。しかし、地域の方々には特
別緑地保全地区の説明は全くなく、地権者との協
定でも十分な現状の説明がされていないまま、今
となっている。
　市民が保全活動を続けてすでに 30 年が経とう
としている。里山としての清水谷は大きく変わり、
ナラ枯れによる大量の樹木の枯死などもあり、市
民だけの力では無理な所がある。そのために森林
環境譲与税を使った枯木の伐採などが行われるこ
とになった。
　茅ヶ崎では、湿地があり、樹林斜面があり、草
地があるという清水谷のような場所は少ないため
に、日々の保全作業には工夫を凝らしている。茅ヶ
崎市と協定を結んで、保全作業をこれからも継続
していき、市民の知恵として受け継がれていかれ
るよう、一般市民の方々にも参加してもらうイベ
ントも年 2回実施している。
　自然環境は、保全作業をすればその結果が良い
意味でも悪い意味でも必ず返ってくる。日々、楽
しみながらこれからも続けていきたいし、関心が
広がることを期待したい。



 桂川・相模川の水生昆虫シリーズ ー 19

⑪ ⑫

ヨツメトビケラ
●守屋 博文／神奈川昆虫談話会

●山地渓流や湧水流の代表種
　ヨツメトビケラは、トビケラ目フトヒゲトビケ
ラ科ヨツメトビケラ属の１種です。国内では本州
と四国に生息し、桂川・相模川水系では山地渓流
や平野部の湧水流に生息しています。私が活動の
中心としている神奈川県の相模原市内では、旧相
模原市内に点在する湧水流のある場所で多く見ら
れ、さらに旧津久井地域では相模川や道志川に流
れ込む山地渓流で確認することが出来ます。
　成虫は初夏に出現し、水辺の草木の葉上で休ん
でいる場面によく出会います。成虫は交尾後産卵
を終えると死んでしまいますので、一生のほとん
どが幼生期ということになります。

 桂川・相模川の植物シリーズ ー 18

河川敷や丘陵に見られる植物
●長岡 恂／厚木植物会

サネカズラ（マツブサ科）

　常緑つる性本木。関東地方以西に分布、里山の林
縁などに自生しています。サネカズラの名前は、
実 ( サネ ) が美しい葛 ( カズラ ) という意味。別
名のビナンカズラ ( 美男葛 ) は、いにしえの男性
が蔓に含まれる粘液を整髪料として使っていたこ
とに由来しています。赤い液果が球形に集まった
集合果は、お茶席の和菓子“鹿の子”にそっくり。
でも食べられません。野鳥は好んでついばんでい
ますが…。
　サネカズラは基本的に雌雄異株です。♂株と♀

端が尖っています。花期は 6 月～ 9 月。丘陵地の日
当たりの良い林縁に生えます。熟すと紅色になりよ
く目立ちます。種は 1 鞘に 2 個入っており黒くて艶
があり宝石のようで魅力的です。花は黄色の蝶形。
草姿が黄色、紅色、漆黒と季節の移りとともに楽し
めます。トキリマメは吐切豆って書くみたいですが、
語源は分からないようです。
　よく似たタンキリマメがありますが、小葉の中央
から先端寄りに最大幅があり、先が尖りません。葉
や萼、豆果にも毛が多く、花期は 7 月～ 9 月。分布
は関東地方以西といわれていますが神奈川県では少

トキリマメ（マメ科）

株がそろわないと実
をつけません。しか
し、1 本に雄雌の花
が両方咲く雌雄同株
も普通に存在するよ
うです。
　花期は８月。花は
クリーム色で 2㎝ほど、下向き、葉陰にひっそり
と咲いています。雌花はたくさん付きますが実付
きは悪くほとんど落花してしまい、赤く完熟する
ものは 1 ～ 2 割ぐらいです。
　百人一首に「名にし負はば  逢坂山のさねかず
ら　人に知られで  くるよしもがな」（後撰集：藤
原定方）の良く知られる一首があります。逢坂山
は京都と滋賀の県境の山で逢坂の関がありまし
た。京都と東日本を結ぶ重要なルートで、いまで
も国道 1 号や名神高速道、京阪・京都線など交通
の要所。サネカズラも国道を通るクルマの排ガス
を浴びて迷惑でしょう。

●石粒を使った筒巣
　あじぇんだ 113 第 41 号（2018. ９発行）「巣
を造るトビケラ」で、トビケラ類幼虫が造る様々
な巣を紹介しましたが、本種幼虫も石粒で造った
筒巣の中に体をおさめ移動しながら生活していま
す。
　体長に合わせて石粒を選択し、内側を自ら吐き
出す糸でつなぎ合わせ、終齢幼虫になる頃には少
し曲がった円筒形となります。他の種類では、内
側を糸でつなぎ合わせた上に、さらに分泌物を吐
き出し固める種類もいるそうですが、本種は糸だ
けでつなぎ合わせているため非常にもろく、簡単
に折れてしまいます。

●四ツ目トビケラ　
　種名のヨツメトビケラは、成虫の翅に４つの斑
紋があるところからつけられています。雄では白
色と黄色、灰色３つのタイプがみられ、さらに無
紋型が加わり４つの型があり、雌では灰色と無紋
型の２つの型が確認されています。発生する時期
の天気が良く風のない午前中には、川沿いの低木
の梢を、雌を待ち受け飛び交う雄が見られ、白色
と黄色の斑紋を持つ個体がみられる場所では、斑
紋の色が見え隠れしよく目立つ存在です。桂川・
相模川水系では５月頃から成虫が発生しますの
で、是非お近くで探してみてください。

成虫雄白色型 成虫雄黄色型

幼虫と筒巣（松橋 利光氏 撮影）

なく湘南沿海地方で時折見掛けます。
　花が黄色の蝶形花でよく似たノササゲがありま
す。葉は 3 枚の小葉でトキリマメとよく似ていま
すが属が異なります。葉裏が白っぽく、毛はまば
らで腺点はありません。花期は 8 ～ 9 月で熟すと
豆果は淡い紫色になり 2 裂し、中には 3 ～ 5 個の
種が入っています。種は黒紫色で白粉をかぶり、
直径 4-6㎜の球形です。丘陵地の林縁などに普通
に広く分布していますが市街地では見られません。

　 つ る 性 の 多 年 草。
つるは細くほかの草
木に絡まって伸びま
す。果実は長さ 1.5-
2cm、幅 1cm の扁平
な長楕円形の豆果で、
ほとんど柄がなく先



⑬ ⑭

若
返
っ
た
丹
沢
山
塊

　
小
学
校
五
年
生
（
一
九
四
六
年
）
の
こ
ろ
、
子
ど
も

向
け
の
文
庫
版
四
十
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
、小
さ
な
「
地
理
」

の
案
内
書
を
読
ん
だ
。
そ
の
本
に
、
大
正
十
二
年
九
月

一
日
の
関
東
大
震
災
は
、丹
沢
山
塊
の
「
若
返
り
現
象
」

で
あ
っ
た
と
書
い
て
あ
っ
た
。
山
も
年
を
取
る
と
、
山

の
形
が
丸
く
な
る
が
、そ
れ
が
あ
る
極
点
に
達
す
る
と
、

大
地
震
を
起
こ
し
て
、
土
砂
を
崩
し
、
丸
い
山
が
尖
っ

た
け
わ
し
い
山
に
戻
る
、
そ
れ
を
「
山
の
若
返
り
」
と

呼
ぶ
の
だ
と
い
う
。
そ
の
変
化
の
様
子
は
、
震
災
前
の

明
治
期
の
今
の
国
土
地
理
院
の
地
形
図
と
、
そ
の
後
に

測
量
し
た
地
形
図
と
を
較
べ
る
と
、
丹
沢
山
塊
の
地
形

が
険
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
は
っ
き
り
わ
か
る
と

も
記
し
て
あ
っ
た
。

　
明
治
二
十
年
前
後
に
出
版
さ
れ
た
、江
戸
幕
府
の『
新

編
相
模
国
風
土
記
稿
』（
一
八
四
一
年
成
立
）を
見
る
と
、

挿
絵
が
銅
版
画
で
入
っ
て
い
る
が
、
丹
沢
山
地
の
風
景

に
描
か
れ
て
い
る
山
々
は
、
ほ
と
ん
ど
が
丸
い
形
で
あ

る
。
老
年
期
に
達
し
た
山
々
の
姿
で
あ
る
。
関
東
大
震

災
を
体
験
し
た
、
愛
川
町
半
原
に
住
む
、
私
の
祖
母
世

代
の
女
の
人
は
、
村
の
南
西
に
連
な
る
高
取
山
の
連
山

（
七
百
メ
ー
ト
ル
級
）
が
、
ガ
ラ
ガ
ラ
と
崩
れ
落
ち
て
、

と
て
も
怖
か
っ
た
と
話
し
て
い
た
。
大
磯
町
が
集
め
た

震
災
の
体
験
記
に
も
、
海
の
方
か
ら
山
地
を
見
る
と
、

砂
煙
り
が
舞
い
上
が
っ
て
い
て
、
ま
っ
た
く
山
は
見
え

な
か
っ
た
と
あ
っ
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、
先
輩
に
連
れ

ら
れ
て
、「
山
遊
び
」
と
い
っ
て
、
高
取
山
に
沢
沿
い

を
登
っ
た
と
こ
ろ
、
目
の
前
に
十
数
メ
ー
ト
ル
も
あ
る

崖
に
出
会
い
、
必
死
の
思
い
で
登
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
私
の
家
は
、
半
原
神
社
の
近
く
で
中
津
川
に
合
流
す

る
、宮
沢
川
の
谷
の
南
東
側
の
崖
の
上
の
原
に
沿
っ
た
、

集
落
の
一
番
山
寄
り
に
あ
っ
た
が
、
地
震
の
あ
と
、
そ

の
沢
を
見
に
行
っ
た
ら
、
す
っ
か
り
水
が
抜
け
た
よ
う

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で

は
、
沢
で
は
あ
る
が
、
一
年
中
、
と
う
と
う
と
き
れ
い

な
水
が
流
れ
て
い
て
、夏
は
水
浴
び
が
で
き
る
ほ
ど
で
、

鮎
も
登
っ
て
来
る
沢
で
あ
っ
た
と
い
う
。
昭
和
二
十
年

代
に
は
、
何
度
か
鉄
砲
水
が
あ
っ
た
が
、
今
は
ま
っ
た

く
水
が
な
い
よ
う
な
枯
沢
に
な
っ
て
い
る
。

　
中
津
川
も
、
当
時
は
水
が
一
年
中
と
う
と
う
と
流
れ

る
川
で
、
鮎
が
足
に
当
た
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。

座
間
あ
た
り
で
は
、
地
元
の
人
が
相
模
川
は
二
メ
ー
ト

ル
は
浅
く
な
っ
た
と
い
う
。
江
の
島
も
、
海
蝕
洞
窟
が

二
メ
ー
ト
ル
は
隆
起
し
た
と
さ
れ
る
。
相
模
国
分
寺
の

遺
跡
の
保
存
が
話
題
に
な
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
近
く

ま
で
は
相
模
川
は
入
海
で
、
漁
師
が
魚
が
取
れ
な
く

な
っ
た
と
い
っ
て
泣
い
た
と
い
う
「
あ
ま
の
泣
き
水
」

の
物
語
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、「
あ
じ
ぇ

ん
だ
一
一
三
」
の
歴
史
を
、
一
つ
一
つ
解
明
し
て
い
き

た
い
。

川
の
記
憶
を
訪
ね
て
（
28
）

●
小
島
瓔　
／
愛
川
町
在
住　
琉
球
大
学
名
誉
教
授

瓔　
／
愛
川
町
在
住　
琉
球
大
学
名
誉
教
授
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　「朝霧に 灯残し夜残し 街動く」は、我が家の二
階から上野原の街を見ての義母の一句である。相
模ダムによりせき止められた水面から立ち上る水
蒸気は初冬の冷え込んだ朝には冷却されて朝霧に
変わる。桂川の谷あいはすっぽりと白く覆われ、
その向こうに並ぶ山々もいつもより山振りが上
がって見える。
　冷え込んだ朝が続くようになり、今冬も先の景
色が眺められる時期となった。それぞれにすっき
り顔で居並ぶ山々の中で西空にすっくと立つ鋭鋒
は倉岳山である。大月から上野原にかけて桂川南
岸に連なる山の中での最高峰。明確な三角錐は右
隣の大桑山に譲るがその姿は山らしき山で登高欲
をそそる。上野原の街からは頂上に直接つながる
北東尾根がいかにも急峻に見える。5年程前、こ
の尾根からはじめて倉岳山に登った。それまで西
の穴路峠や東の立野峠からは数回登ったことがあ
る山であったが、資料を探っているとこの北東尾
根がバリエーションルートとして掲載されてお
り、即、山行を決めた。
　出発は、中央本線の梁川駅。無人駅のベンチで
身支度を整え、いざ出発。国道を横切り、梁川大
橋で桂川を渡る。見下ろす桂川の河原までかなり
の高度感がある。立野の集落を抜けて月屋根沢に
沿った林道を行く。標識の案内で林道から離れ山
道へ。いつもはこの沢沿いの道をこのまま栃の巨
木を愛でながら立野峠まで行けばよいのだが、今
日はここから薄い踏み跡をたどって右の尾根に上

桂川･相模川流域の

北東尾根から登る 倉岳山
報告者●中村 光義

その 12山梨百名山山梨百名山

がる。ここに古い上水道の施設があった。
　もう北東尾根に乗っているので、ルート探しに
困ることはない。高度が 500 ｍ近くなって岩場
を登る箇所も出てくるが難しくはない。少し慎重
にこなしていく。登り詰めて平地に出た。なかな
か良いコースではないかと思った。しかし、ここ
から 747 ｍピークまでは混じりけなしの一直線
の急坂。ロープもついているがダブルストックで
登る。ふくらはぎが張ってくる。雪や霜解けの場
合は難儀だろうし、滑落は許されない箇所だ。息
継ぎを何回か入れ漸くピークに達した。ここまで
2時間。大したコースだと再認識。残り 240 ｍの
高度差だから 1時間はかからないだろうと思う。
痩尾根も次第に幅広いものに変わっていき、左か
らの尾根を合わせて平地に出て休憩。最後の急坂
を登る。再度、左から尾根を合わせると平坦なルー
トに変わり、飛び出すといった感じで頂上に出た。
そこには「この先行き止まり」の注意書きがぶら
下がっていた。踏み跡につられてこのコースに初
心者が踏み込んだら、そりゃ危ないだろうなと納
得。誰もいない頂上で湯を沸かして昼とした。下
山は一般ルート。穴路峠で崩れていたケルンを積
みなおし、小橋の先で休む。小篠の貯水池で時刻
を調べると間に合いそうなので鳥沢駅まで急ぎ足
で向かった。
　平凡に見える低山でも登り方を変えれば新鮮で
充実した山行が楽しめる。倉岳山北東尾根はそん
なよい例であった。倉岳山には他に小篠から穴地
峠に向かう途中にある石仏のあたりから取りつく
という北西尾根ルートがある。私にはいまだ未踏
のルートである。 
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